
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長崎大会まで６８日となった平成２９年５月２７日（土）、県立諫早農業高等学校において、「第５回生

徒実行委員会」が開催されました。県内各地の１４校から生徒２９名が参加しました！！中には、朝６時

半すぎに家を出てきたという学校もありました。 

生徒実行委員会も回を重ねる度に、学校の枠を超え、生徒実行委員の絆が深まってきました。今回の会

では、生徒実行委員ひとりひとりが、長崎大会に向け、リーダーとしての役割を再認識することができま

した。 

 本番は、みんな 

笑顔で 

歌いましょう 

来賓や校長先生方へのプレゼント「ミニ花束」の製作を行いました。 

作品を作っているうちにすっかり打ち解けて、みんな仲良く教え合いながら 

作業をしていました。たくさんのかわいい「ミニ花束」が完成しました！ 

全国家庭クラブ 長崎大会 ＰＲ誌 第６号  

                        

                         

       

                                 

                            

第６５回 全国高等学校家庭クラブ研究発表大会 

第５回生徒実行委員会 報告 

家庭クラブの歌 「明日へ」をみんなで歌いました。 

手話も覚えて、上手に出来るようになってきました。 

諫早農業のみなさんが、各班に分かれて、 

作り方をていねいに教えてくれました！ 
 

全体会① 

プレゼント 

製作 

製作中は、みんな真剣です。 
 

かわいいミニ花束の完成♪ 
わからないところは、 

仲良く教え合います。 
 

ミニ花束に添えるメッセージ

カードを書いています。 
 

２０１７年７月１０日発行 

発行者：第５専門部広報担当 島原翔南高校・島原高校 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

包装紙には、第２２回全国高校生クリエイティヴコンテストで、文部科学大臣賞を受賞し

た佐世保商業高校作のクロスステッチタペストリー「長崎県に来てみんね！」やＦＨＪ賞を

受賞した諫早農業高校作のタペストリー「長崎凧紋様」がデザインされています。 

第４専門部 

より 

お弁当に添えられるお品書きには、

長崎の食文化や郷土料理について、

詳しく書かれています。 

包装紙をデザインした 

西彼農業高校 

池田 涼乃 さん 

全国大会の事務局長を担当されている諫早農業高校の中村春美先生より、お話が

ありました。先生ご自身が今まで全国大会に携わってこられた経験から、長崎大会

にかける思いを聞くことができ、実行委員一同、気が引き締まりました。その後、

実行委員全員が全国大会への意気込みや思いを発表しました。 

生徒ひとりひとりが主役となり、リーダーとしての役割、おもてなしの立場を忘

れずに、長崎の魅力を全国へ発信するように頑張りましょう！ 

全体会② 

自分自身の学びと

成長の機会にしま

しょう！ 



 

 

 

 
 

 

 

６月１４日（水）に、「長崎県高等学校家庭クラブ連盟総会・研究発表大会」が長崎ブリックホールに

て開催されました。この会は、８月に長崎で開催される全国大会のリハーサル大会を兼ねています。前日

の準備・リハーサルも含め、延べ６８０名の生徒・先生が参加し、充実した２日間となりました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊６月１４日（水）＊       
開会式 
マナー講座 
代表校研究発表 

 総会 
各専門部報告 
贈呈式 
閉会式 
★生徒交流会（体験型） 

手鏡を見なが

ら、自分の笑顔

をチェック！ 

＜発表を終えた今の気持ち＞ 

練習をしていたとおりにできたのでよかったです。 

いつもより少し時間が早かったのが失敗だったと思います。 

＜最も大変だったこと、苦労したこと＞ 

まだ入学して２ヶ月しか経っていないので、研究はほとんど卒業した先輩方がしてく

れました。私たちにも少しずつできることがあったので、もう少し頑張っていきたい

と思います。 

＜一番嬉しかったこと、充実感を得たこと＞ 

これから私たちが後を継いで研究をしていくので頑張ろうと思いました。 

講師 

森 美輪 先生 

昨年のプレ大会で最優秀賞を受賞し、来年の全国大会に長崎県代表として出場する県立小

浜高校による発表が行われました。昨年よりもさらに研究を深められていて、レベルアッ

プしていました。来年の全国大会でも頑張ってください！ 

※笑顔を作りたい時は･･･「わあ！かわいい！ウイスキー！」 

発表者へ 

インタビュ～ 

第６４回  長崎県高等学校家庭クラブ総会・研究発表大会  

第６５回 全国高等学校家庭クラブ研究発表大会（長崎大会）リハーサル大会 

＊６月１３日（火）＊       
全体・専門部打ち合わせ 
リハーサル 

午前中は、各専門部に分かれて、打ち合わせや設営を行い

ました。午後からは、全体打ち合わせの後、総会や研究発

表のリハーサルが行われました。 

長崎市在住の森美輪先生による「高校生のためのマナー講座」がありました。 

全国大会で、心のこもったおもてなしをするために、みんな真剣に聞いていました。 

※笑顔を作りたい時は･･･「わあ！かわいい！ウイスキー！」 

マナーは 

愛情です 

「身近な薬草を暮らしの中へ」 

長崎県立小浜高等学校 

家庭クラブの歌♪ ステージ

上でも手話で歌います！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

全国大会実行委員長 諫早農業高校   

校長 行成 啓介 先生 に お聞きしました。 

１ リハーサル大会全体の感想   

生徒１人１人が１人１役を果たす中で、成功したのだと感心しています。すべてがよかったわけ 

ではないと思いますので、残りの５０日間でその課題をそれぞれの係でもう一度考え、８月３日、４日を成功させてほしい

と思います。今日のリハーサル大会はすばらしいものだったと思います。 

２ 全国大会運営生徒に向けてのメッセージやアドバイス   

５５年ぶりに長崎で行われる大会です。その大会に皆さんが関われたというのは非常にすばらしいことだと思います。 

自分のやるべきことを１人ずつ１人１人がやればすばらしい大会になります。皆さんが成長する大会です。成長して、 

その後の進学、進路実現に向けて、そのバネになるような大会にしてほしいと思います。また、長崎の高校生はすばらしい、

長崎の家庭クラブ員はすばらしいと言われるような大会にしてほしいと思います。あくまでも生徒が主役の大会ですので、

それを１人１人が自覚してがんばってほしいと思います。 

ＪＡ島原雲仙 

泉義弘様から、全国

大会の昼食で使用

する米を頂きまし

た。 

会場の至る所に生徒作品が展示されていました。 


